
平成２５年度ほっかいどう学検定「ジュニア検定」の実施結果について 
 
１ 実施概要 

目 的 これからの北海道を担う小中学生を対象に北海道の歴史や文化、自然環境等に興味を持つきっか
けづくりとして実施する。 

実施日及び会場 

平成２５年１０月２７日（日） 北海道立洞爺少年自然の家、北海道立常呂少年自然の家 

北海道立厚岸少年自然の家 

平成２５年１１月 ３日（日） 北海道立砂川少年自然の家 

平成２５年１１月１０日（日） かでる２・７、石狩を除く１３振興局、旭川神楽公民館、 

士別市生涯学習情報センター、国立日高青少年自然の家 

遠軽町郷土館、別海町中央公民館、北海道立森少年自然の家 

平成２５年１１月１５日（金） 初山別村自然交流センター 

平成２５年１１月１７日（日） 紋別市立オホーツク青年の家、北海道立青年の家 

平成２５年１１月２４日（日） 北海道立足寄少年自然の家 

会 場 数 ２８会場（１４振興局、８道立施設等、６市町村） 

  初  級 中  級 
 申 込 者 数 ３３６名   ３４名 

受 検 者 数 ３０４名   ３３名 

受 検 者 数 
学 年 内 訳 

小学生 中学生 
合計 

小学生 中学生 
合計 

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ 

２ ９ 32 50 61 63 80 ６ １ 304 ０ ０ ０ １ ４ 13 ８ ５ ２ 33 

合 格 点 ７０点以上 

合 格 者 数 ２６８名 ２５名 

合 格 率 ８８.２％ ７５.８％ 

最 高 点 １００点 １００点 

最 低 点 ２４点 ３２点 

平 均 点 ８９.４点 ７７.２点 

合 格 者 
学 年 分 布 

小学生 中学生 
合計 

小学生 中学生 
合計 

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ 

０ ７ 25 44 60 62 65 ５ ０ 304 ０ ０ ０ １ ３ 10 ７ ２ ２ 25 
 

ア

ン

ケ

ー

ト 

回 収 数 ３０４名 ３２名 

設問１ 
「ジュニ
ア検定を
知ったき
っかけ」 
（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
＜その他＞ 
 ・昨年も参加したから ・通学合宿のプログラムで受検 

アンケート分析 

・今年度は道内全ての小中学校にポスター並びにチラシを配布したため初級受検者は｢ジュニア

検定のチラシを見た｣との回答が最も多かった。次いで「先生から聞いた」が多かった。 

・昨年度、道立青少年教育施設で試行実施し、合格者が中級を受検しているため中級受験者は「青

年の家や少年自然の家の案内を見た」が最も多く半数を超えている。 
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１ 

（％） 

■中級 ｎ＝ ３２ 

□初級 ｎ＝３０４ 



設問２ 
「検定の
問題は難
しかった
か」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート分析 

・初級受検者の約８割が「簡単だった」「どちらかというと簡単だった」と回答している。初級

受検者３０４名のうち、中学１年生７１名が学年単位で受検したことや事前学習がプログラム

として組まれている青少年教育施設並びに通学合宿での受検者が約１８０名いた。 

・中級検定は５０問のうち、解説文からの問題が２０問出題されている。中級受検者の約８割が

「難しかった」「どちらかというと難しかった」と回答している。中級受験者３３名のうち１

７名が小学高学年（昨年度の合格者）である。 

設問３ 
「難しい
と思った
理由」 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他＞ 

・解説文からの問題が難しかった ・勉強していなかったから ・年号がたくさん出てきたから 

アンケート分析 

・問題文等には全てルビをふっていたが。初級受検者では「難しい言葉が多かった」が最も多か

った。 

・中級受検者では「勉強した問題が出なかった」が最も多かった。 

感   想 

（自由記述） 

・北海道のことでも知らないことがたくさんあって勉強になった。自分の住む地域のことで新し

く知ったこともあり、色々と知ることが出来て良かった。 

・検定を通して、北海道のことがわかった。 

・北海道のことを良く知れる機会だったので良かった。 

・北海道民なのに北海道のことをよく知らなかった。 

・初めてこのような検定を受検したが北海道のことについて色々と知れて良かった。 

・社会が苦手だけれども、この検定をとおして、北海道のことをよく知れた。 

・受検は初めてだったけど勉強したので簡単だった。もっと北海道のことを知りたいと思った。 

・ジュニア検定をとおして、北海道の文化や歴史がわかった。 

・今まで知らなかった北海道の色々な歴史について知るきっかけとなり、とても良かった。 

・ホームページの問題集で１回練習すれば、結構覚えられたから簡単だった。 

・インターネットで練習したので簡単でした。北海道のことをよく知ることができて良かった。 

・家の人から聞いてインターネットで勉強した。最初は難しかったが、楽しかったです。 

・家で練習できてよかった。 

・たくさん勉強したので、検定はとても楽しかった。 

・あまり北海道のことを知らなかったので、とてもためになった。 

・初級だけど少し難しかった。でも、北海道のことを知ることができて良かった。 

・検定は難しかったけど、北海道のことなどをしっかりと学べて良かった。 

・今年、初級を受検したので、来年参加できれば中級を受検したい。 

・学校の授業より楽しかった。 

・全部ふりがなをふってくれていたのでとても良かったです。社会や理科などの時間にこの問題

のことがあったら、どんどん手を上げたいです。 
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（％） 

（％） 

■中級 ｎ＝ ３２ 

□初級 ｎ＝３０４ 

■中級 ｎ＝３２ 

□初級 ｎ＝２６ 

２ 



（１）一般検定に合わせインターネット検定に移行する。 
（２）児童生徒が受検しやすいよう検定料を無料とする。 
（３）今年度の実施状況や他自治体の実施状況から、上級に 

該当する級を新設し３つの級で実施する。名称は右の 
表のとおりとする。 

（４）合格点を今年度同様各級７０点とする。 
（５）今年度の平均点と合格率等を勘案し、次年度の想定平 

均点・合格率を右の表のように設定する。 
（６）問題の作成にあたっては作成基準を定めるとともに、 

できるだけ平易な言葉を使用する。 
（７）アイヌの人たちの歴史・文化や北方領土に関する問 

題を全ての級で出題する。 

感   想 

（自由記述） 

・練習していなかったオリジナル問題（解説文からの問題）も出てきて、本当に難しかった。 

・中級で難しかったけれど楽しかったし、色々知ることが出来たのでいい機会になった。 

・４択で解きやすかった。 

・問題文などにふりがなをふっていて、わかりやすくて良かったと思う。 

・来年は上級を受検したい。 

＜青少年教育施設での受検者＞ 

・色々な体験ができて、うれしかった。 

・色々な人が優しく教えてくれたりして、楽しかった。 

・色々なことが勉強になったから、帰って親に出してみたい。 

・遊びながら（手作りかるた）覚えられたから良かった。 

・今まで知らないことばかりだったけど、勉強してみるとたくさんのことが覚えられたので良か

った。 

・みんなと勉強でき良かった。 

・勉強の時間が２日しかなくてできるか心配だったけど、すらすら書けて良かった。 

・みんなで料理を作ったり、色々なことが体験できてうれしかった。 

アンケート分析 
・家庭等での事前の学習に取り組んだ受検者が多いようで、「インターネットで練習したので簡

単だった」「家で練習できて良かった」との感想が多かった。 
 

２ 成果と課題 

成 果 

・アンケートでは「自分の住む地域以外のことを知るきっかけとなった」「自分の住む北海道のことでも知ら

ないことが多く勉強になった」等の感想が多数あった。 

・ジュニア検定ホームページを開設し、問題集（Web版、PDF版）を公開した。 

・ホームページのアクセス数は、３ヵ月間で延べ５６,０００件に上った。 

 

 

 

課 題 

・初級では、難しい言葉が多いと感じた児童生徒が多かったことから、問題文の文言を平易なものにするな

どの考慮が必要である。 

・中級では、検定の問題が難しいと感じた児童生徒が多かったことから、難易度について考慮する必要があ

る。 

・ホームページのアクセス数が多いことから、より多くの小中学生が本検定に取り組むことができるようイ

ンターネットの特性を生かして、より学習しやすく、興味関心を持つことができる問題集をホームページ

で公開する必要がある。 

・ふるさと教育の充実が重要であることから、アイヌの人たちの歴史・文化や北方領土に関する問題を全て

の級で出題する。 
 

４ 今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ25 年度 次年度（想定） 

級 平均点 合格率 級 平均点 合格率 

上級 ― ― １級 ６０ ６０％ 

中級 ７７.２ ７５.８％ ２級 ７５ ７５％ 

初級 ８９.４ ８８.２％ ３級 ９０ ９０％ 

 

Ｈ25 年度の名称 

→ 

Ｈ26 年度の名称 
－ ジュニア１級 

中 級 ジュニア２級 

初 級 ジュニア３級 

 

月 ９月 10 月 11 月 

アクセス数 11,106 26,615 18,962 

 
※ホームページ公開は８月２３日 

Ｈ25 年度「ジュニア検定」ホームページ月別アクセス数 

新たな級の名称 

Ｈ25 年度「ジュニア検定」の平均点等 

３ 


